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Ⅴ．特記事項 

1．理事長・学長のリーダーシップ 

本学の特記すべき点として、理事長と学長の連携によるガバナンスが挙げられる。理事

長は、教職員が一体となって大学の発展に寄与できるよう、法人のトップとしてリーダー

シップを発揮している。特に、大学のブランディング強化策には自ら陣頭指揮をとり、最

先端の研究拠点として 6 つの大学附置研究機関の設立を実現させ、東京スカイツリータウ

ン®キャンパスの開設に際してもその手腕を発揮している。学長は、教育・研究活動の最高

責任者として学部長会での審議をはじめ教学上の決定を統括し、教育の質的向上のための

具体的方針を示すことで改革を先導している。 

理事長と学長の強いリーダーシップのもと、教職協働で改革を進めたことにより、入学

試験志願者が増加し続けている。格付調査では全国的な知名度、ブランド力が上昇してお

り、財務構成も継続的に良好と評価されている。また、将来の 18歳人口の減少を見据えた、

経営のスリム化、中期計画に基づいた経営資源の有効な配分を進めており、この実現のた

めの教職協働のコミュニケーションマネジメントが円滑に機能している。 

 

2．学修成果の可視化による教育の質的向上 

 本学では、「三つのポリシー」に基づいた内部質保証の実現のため、教職協働の PDCA サ

イクルを確立している。特に教育プログラムレベルでは「ディプロマ・ポリシー」「カリキ

ュラム・ポリシー」を記載した「DP・CP カード」を全学生に配布し、ガイダンスや「履修

ガイド」等で周知している。各学科の学生から構成される「学生 FD委員会」により、授業

アンケートだけでは計り得ないプログラムレベルの改善点を聴取し、学生の意見を反映さ

せた教育の質的向上に取り組んでいる。更に、学修成果の可視化の試みとして、全学科で

DP・CP と各科目の関連付けを行い、当該科目で学修すべきキーワードを明確にした。これ

に各科目での評価を加えることで学修成果を可視化する。これに、機関及び教育課程レベ

ルのアセスメント・ポリシーに基づいた指標を加え、学修ポートフォリオを作成すること

で、きめ細かな学生サポートを実現する。 

 

3．教職協働によるキャリアサポート 

 本学の就職支援は就職課と各学科のクラス担任が中心となり、必要に応じて組織の枠組

みを超えた柔軟な教職協働体制で学生一人ひとりに対してきめ細かいサポートを行ってい

る。多様な入試種別による様々なバックグラウンドを持った学生に対応するため、入学前

には学科教員・入試広報課・教務課が協働して入学準備プログラムを実施し、キャリア意

識の醸成を早い段階で行っている。「キャリアデザイン」科目を必修科目として開講し、専

門特別講義として外部講師を招聘するなど、社会の要請に合った学修をサポートしている。

就職活動中はヒアリングシートを作成して学生個々の状況を把握している。未内定や未活

動の学生をいち早く把握し、就職課に来室できない学生に対して研究室訪問を行うなど担

当教員と職員が連携しやすい仕組みを構築している。また、ストレスを抱えた学生には学

生課、教務課、「学生相談室」が迅速に対応している。社会からの信頼に応えるため、同窓

会や「PPA 活動」を通じて大学に求められる人材像を収集している。こうした支援により、

就職活動において孤立する学生を未然に防ぐことが内定率の維持・向上に繋がっている。 


